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◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,207人（－7）
　男性／16,467人（－4）
　女性／18,740人（－3）
■世帯数　14,428戸（＋5）
※（ ）は、前月との比較

平成24年11月1日現在

　10月28日、佐世保市ハウ
ステンボスで開催された「第
10回全国和牛能力共進会」等
級決定での一コマ。出品者が
出品牛とともに審査場内を回
ると、満席の観客席から盛大
な拍手が送られ、応援に駆け
つけた人たちが出品者と握手
をし、受賞の喜びを分かち合
う場面が見られました。優等
賞受賞おめでとうございます。

　月日の経過は早いもので、
今年も残り１カ月。今年発
行した広報紙を読み返すと、
いろいろなことがありまし
た。平戸瀬戸市場のオープ
ン、次世代エネルギーパー
ク認定、平戸藩お笑い城代
家老の登場、「棲霞園」初の
一般公開、たびら昆虫自然
園開園20周年、映画「あな
たへ」平戸凱旋試写会、オ
ランダ商館来館者10万人
突破と開館1周年など。み
なさんの「できごと2012」は
どんなことですか？

 　10月に開催された「第
10回全国和牛能力共進会
和牛の祭典inながさき」  
平戸市から出品された6頭
全てが優等賞を受賞すると
いう快挙を達成しました。
振り返ると、４月に行われ
た県北地区第１次選考会か
ら取材をはじめ、７月の長
崎県代表牛選考会、本大会
に向けた取り組みなど、み
なさんお忙しい中、取材に
ご協力いただきありがとう
ございました。長い間、本
当にお疲れ様でした。
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悦

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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オランダ王国ノールトワイケルハウト市
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幼児５歳以上～
小学１年生以下と保護者

参加料 一般…（1人）2,000円　ファミリー…（1組）2,000円　高校生…（1人）1,200円　小・中学生…（1人）700円

　生涯学習課、教育委員会各分室、各
公民館に備え付けの申込用紙（払込取
扱票）に、必要事項を記入し、参加料
を郵便振込にて入金してください。

（事務局：教育委員会生月分室）
☎0950-53-0541・FAX 0950-26-5017

いきつきロード実行委員会

参加者
募集

2013.2013.2.10102013.2.10（日）（日）（日）
午前午前1010時から順次スタート時から順次スタート（生月支所前）（生月支所前）午前10時から順次スタート（生月支所前）

申込締切日

平成25年

１月10日（木）
必着

第
1010
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

獲
得
獲
得
獲
得
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今
回
の
成
績
は
、
こ
れ
ま
で
生
産
者
、

和
牛
部
会
、
関
係
団
体
な
ど
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
県
内
有
数
の
黒
毛
和
牛
の
生

産
地
と
し
て
の
誇
り
を
か
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
す
。

　

県
内
外
の
肥
育
農
家
は
、
今
回
の
成
績

に
注
目
し
て
い
ま
す
。
家
畜
市
場
の
管
内

に
お
い
て
一
定
の
子
牛
の
出
荷
頭
数
を
確
保

し
て
お
か
な
い
と
、
産
地
の
信
頼
性
の
低

下
を
起
こ
し
か
ね
ず
、
結
果
的
に
子
牛
の

売
買
価
格
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
優
秀
な
子
牛
の
供
給

体
制
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
畜
産

農
家
の
経
営
規
模
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
平
戸
牛
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に

開
催
さ
れ
る
第
11
回
宮
城
全
共
に
向
け
、

種
牛
の
部
は
、
優
良
繁
殖
雌
牛
群
の
造
成

を
目
的
と
し
た
平
茂
晴
産
子
の
保
留
お
よ

び
但
馬
系
雌
牛
の
導
入
、
県
種
雄
牛
の
指

定
交
配
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
肉
牛
の
部
は
、
繁
殖
肥
育
の
一

貫
経
営
に
よ
る
出
品
者
の
育
成
支
援
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
生
産
者
、
和
牛
部
会
、
関

係
団
体
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
全
共
対
策
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

優
秀
な
子
牛
の
生
産
と
お
い
し
い
平
戸
牛

肉
の
供
給
の
両
輪
で
、
平
戸
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
確
立
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
戸
牛
の
今
後
の
展
望

快 挙
平戸牛全頭優等賞受賞第２区　　　　優等賞11席（全国11位）

第３区　　　　優等賞16席（全国16位）

第７区　　　　優等賞３席（全国３位）

第８区　　　　優等賞１席（内閣総理大臣賞受賞）

（若雌の１）

（若雌の２）　　　　　

（総合評価群）　　　　

（若雄後代検定牛群）　※素牛は平戸牛

優
等
賞
受
賞

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

出
品
者
一
同
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　
　

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

小
川　

隆
友
さ
ん（
第
２
区
）

　

日
本
一
の
名
誉
を
得
た
こ
と
は
、
次
代

に
向
け
た
長
崎
の
肉
用
牛
を
支
え
る
基
盤

づ
く
り
が
で
き
た
と
い
う
、
達
成
感
で
感

無
量
で
す
。
導
入
し
た
牛
は
、
順
調
に
増

体
し
て
く
れ
ま
し
た
。  

こ
れ
は
、 

種
雄
牛
の

能
力
の
高
さ
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
母
牛

の
高
い
能
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
平
戸
市
の
優
秀
な
能
力
を

持
っ
た
繁
殖
雌
牛
群
の
造
成
が
、
優
良
な

子
牛
の
生
産
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
肉
用

牛
振
興
に
、「
長
崎
和
牛
」の
銘
柄
確
立
に

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
、
ご

支
援
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

和
牛
部
会
、
農
協
の
人
た
ち
が
本
当
に

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
一
人
で
は
、
到
底
こ
こ
ま
で
は
で
き
な

か
っ
た
で
す
。
和
牛
部
会
員
、
農
協
職
員

な
ど
、
み
な
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

　

和
牛
部
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

和
牛
部
会
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
応
援
に

来
て
く
れ
、
強
い
団
結
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

　

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
い
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

村
井　

强
さ
ん（
第
３
区
）

大
橋　

幸
之
助
さ
ん（
第
７
区
）

神
田　

憲
次
郎
さ
ん（
第
７
区
）

喜
々
津　

昭
さ
ん（
川
棚
町
）

第
８
区
優
等
賞
１
席
受
賞
者

松
口　

修
治
さ
ん（
第
７
区
）

石
井　

慶
彦
さ
ん（
第
７
区
）

　

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
長
崎
県

大
会
に
お
い
て
、
県
代
表
牛
と
し
て
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
た
出
品
者
の
み
な

さ
ん
へ
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
栄
冠
は
、
先
人
達
の
ご
努
力
と

郷
土
の
畜
産
発
展
を
祈
念
し
た
出
品
者
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
力
の
結
集
の
成
果
で
あ

り
ま
す
。
市
場
開
設
者
と
し
ま
し
て
も
、

今
後
の
子
牛
販
売
に
大
い
に
期
待
す
る
と

と
も
に
、
本
大
会
を
機
に
平
戸
市
に
お
け

る
更
な
る
和
牛
振
興
を
ご
祈
念
い
た
し
ま

す
。

平
戸
牛
は
、
や
っ
ぱ
り

す
ご
か
っ
た

　

10
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
佐
世
保
市
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た「
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会　

和
牛
の
祭
典
in
な
が
さ
き
」

　

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
こ
の
記
念
す
べ
き
大
会
に
、
平
戸
牛
は
合
計
６
頭
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
気
に
な
る
大
会
結
果
は…

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

1920

な
が
さ
き
西
海
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

松
田　

辰
郎
さ
ん

①心をひとつにガンバロー三唱　②期待を胸に、
会場に向け出発　③お揃いの青色の帽子で長崎県
代表牛の応援に駆けつけたみなさん　④～⑧審査
の様子　⑨声援に応える石井さん　⑩優等賞を受
賞した出品牛に装着される額章　⑪⑫額章を装着
されるふくゆり号とやすみ号　⑬～⑱支えてくれた
家族、ともに頑張った仲間と記念撮影　⑲優等賞
３席を受賞し、パレードで行進（第7区）　⑳出品
者と関係者のみなさんで記念撮影。お疲れ様でした。

し
ゅ
ぎ
ゅ
う

！
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▲９月10日、市役所で行われた出発式
では、17人の訪問団を代表して平戸高校
２年の川口真吾さんが、オランダ留学の
抱負を述べました。

2012.9.10～9.23

※フラッシュを使わない※フラッシュを使わない
　写真撮影は可能とのことです　写真撮影は可能とのことです

元気に「行ってきます！」元気に「行ってきます！」元気に「行ってきます！」

福祉施設を訪問しました福祉施設を訪問しました福祉施設を訪問しました

化学の実験中化学の実験中化学の実験中

日本文化を紹介しました日本文化を紹介しました日本文化を紹介しました

オランダの授業を体験オランダの授業を体験オランダの授業を体験

14日間のオランダ留学。生徒たちは現
地での授業や異文化交流、国立博物館の見学などで、日本では感じ
ることができない芸術や文化、風土に触れ貴重な体験をしました。

平
戸
高
校
１
年
・
青
山　

育
美

　

オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
違
い
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
似
て
い
る
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
日
本

人
と
違
い
、
自
分
の
意
思
を
す
ぐ
に
発
言

し
ま
す
。
日
本
人
は「
言
わ
な
い
」こ
と

に
よ
っ
て
相
手
の
プ
ラ
イ
ド
を
保
っ
て
あ

げ
る
思
い
や
り
が
あ
り
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ

人
に
は
、「
言
う
」こ
と
に
よ
っ
て
相
手
に

自
分
の
意
思
を
伝
え
て
あ
げ
て
、
議
論
す

る
時
間
も
大
事
に
し
つ
つ
、
相
手
の
不
安

や
疑
問
を
払
拭
し
て
あ
げ
る
思
い
や
り
が

あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
、
日
本
人
と

オ
ラ
ン
ダ
人
ど
ち
ら
の
思
い
や
り
も
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
私
が
こ
の
交
流
事
業
で
一
番
成
長

で
き
た
の
も
、
こ
の
思
い
や
り
の
心
と
、

発
言
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。北

松
農
業
高
校
２
年
・
石
橋　

美
里

　

学
校
の
授
業
で
は
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー
同

士
で
考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
授

業
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
を
作

ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト
市
姉
妹

都
市
交
流
事
業
は
、
昨
年
、
オ
ラ

ン
ダ
王
国
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト
市

（
以
下
Ｎ
Ｗ
Ｈ
市
）と
の
姉
妹
都
市
締
結
を

契
機
に
今
年
度
か
ら
初
め
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。
両
市
か
ら
高
校
生
を
相
互
派
遣

し
、
短
期
留
学
と
い
う
形
で
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

留
学
中
は
、
各
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、Ｎ
Ｗ
Ｈ
市
内
の
レ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ル
ス

ト
学
校
へ
通
学
。
学
校
で
は
、
留
学
独
自

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
芸
術
や
体

育
、
工
学
な
ど
両
国
の
参
加
者
だ
け
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
学
習
を
通
じ
て
文
化
や
習
慣

の
違
い
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

交
流
事
業
は
相
互
交
流
と
な
っ
て
お
り
、

来
年
４
月
に
は
、
今
回
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

お
世
話
に
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
た
ち

が
平
戸
を
訪
れ
ま
す
。

回
の
交
流
事
業
は
市
内
高
校
に
在

学
し
て
い
る
12
人（
男
子
５
人
・
女

子
７
人
）と
随
行
員
を
含
め
た
17
人
で
訪

問
し
ま
し
た
。
14
日
間
と
い
う
長
い
期
間

で
あ
り
、
学
校
や
Ｎ
Ｗ
Ｈ
市
関
係
者
、
保

護
者
に
は
多
大
な
ご
苦
労
を
掛
け
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
12
人
の
生
徒
た
ち
は
、
こ

の
交
流
事
業
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
成
長

の
芽
が
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
14
日
間
で
人
は
変
わ
る
こ
と
は
で
き

な
い
」と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
期
間
で
経
験
し
た
こ
と
が
、
今
後
の

人
生
や
平
戸
市
に
大
き
な
成
果
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事

業
で
両
市
の
友
好
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
政
策
推

　

進
班　

☎
内
線
２
３
４
４

る
こ
と
で
し
た
。
お
互
い
で
協
力
し
て
一

つ
の
も
の
作
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

自
然
に
会
話
が
で
き
、
意
外
な
こ
と
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
協
力
し
た
分
、

喜
び
が
増
し
て
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

猶
興
館
高
校
１
年
・
末
永　

遥
香

　

ど
の
国
に
対
し
て
も
、
私
た
ち
は
何
ら

か
の
固
定
概
念
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
本

当
か
ど
う
か
は
行
っ
て
み
な
い
と
分
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
で
は
そ
れ
を
一
番
感

じ
ま
し
た
。
実
際
私
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
食

事
は
口
に
合
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
し
、

習
慣
な
ど
大
幅
に
違
う
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、
食
事
は
と
て
も
お
い
し
く
、

話
し
て
い
る
と
習
慣
な
ど
も
そ
う
変
わ
ら

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

は
日
本
に
比
べ
て
と
て
も
自
由
な
国
だ
し
、

自
分
の
意
思
を
一
人
ひ
と
り
が
、
し
っ
か

り
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
番
身
を
も
っ
て
感
じ
た
の

は
、
言
語
は
違
っ
て
い
て
も
、
相
手
を
よ

く
知
り
た
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
伝
え
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
言
葉
の
壁
な

ん
て
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
初
は
伝
わ
ら
な
く
て
も
、
伝
え
よ
う
と

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
い
ろ
ん
な
言
葉
や
表

現
方
法
が
出
て
き
ま
し
た
。
伝
わ
っ
た
時

は
抱
き
合
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

言
葉
の
壁
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

留
学
先
で
の
授
業

思
い
や
り
の
違
い

2012 9 10～9 23

～視野を広げよう～～視野を広げよう～～視野を広げよう～

オランダ王国オランダ王国ノールトワイケルハウト市ノールトワイケルハウト市
姉妹都市交流事業（青少年訪問団）姉妹都市交流事業（青少年訪問団）

オランダ王国ノールトワイケルハウト市
姉妹都市交流事業（青少年訪問団）

ノ今

ノールトワイケルハウト市庁舎にて記念撮影ノールトワイケルハウト市庁舎にて記念撮影ノールトワイケルハウト市庁舎にて記念撮影

芸術の授業にて芸術の授業にて芸術の授業にて

別れの朝「次は平戸で会おう」別れの朝「次は平戸で会おう」別れの朝「次は平戸で会おう」

一緒に作ったミソスープ一緒に作ったミソスープ一緒に作ったミソスープ

国立博物館でフェルメール鑑賞中国立博物館でフェルメール鑑賞中国立博物館でフェルメール鑑賞中

実は体育の授業です実は体育の授業です実は体育の授業です

全校生徒の前で全校生徒の前で
「よさこい」披露「よさこい」披露
全校生徒の前で
「よさこい」披露

※フラッシュを使わない
　写真撮影は可能とのことです

2012.9.10～9.23

～視野を広げよう～



健やかで笑顔と優しさが
あふれるまちづくり

　10月21日、平戸文化センター
で「福祉健康まつり」が開催され、
市内保育園児によるステージ披
露をはじめ、各種健康相談や盲
導犬とのふれあいコーナー、作
品展、バザーなどがありました。
会場には約4,700人が来場。健
康相談コーナーでは、血糖値の
測定が初めて行われたほか、盲
導犬ふれあいコーナーでは、高
校生がアイマスクを着用し、盲
導犬ユーザーと手をつないで盲
導犬との歩行を体験しました。
　講演会では、フリーアナウン
サーの林田スマさんが、博多弁
を交えて「言葉は口から発する
生き物です。思っているだけで
は伝わりません。」と話しました。

鍋島焼を平戸城に献上

　10月16日、平戸城で「献上の儀」が行われま
した。これは、佐賀県伊万里市で開催される「鍋
島藩窯秋まつり」の一つとして、伊万里鍋島焼
協同組合と伊万里市が、お城を管理する自治体
に対して献上を行なっているもので、今年は献
上先に平戸市が選ばれました。江戸時代に幕府
へ鍋島焼を献上していたことに習い、伊万里市
長と裃姿の伊万里鍋島焼協同組合のみなさんが、
伝統技術の粋を結集して焼き上げた「色絵桜樹
文瓶子」を献上しました。この作品は、平戸城
の見奏櫓に展示されています。
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　10月31日、県立猶興館高校で「猶興館高校・
韓国漢城高校交流会」が行われました。交流会
には、猶興館高校２年生157人と韓国ソウル市
の私立男子校・漢城高校２年生168人が参加。
同校の山口菜摘さんと漢城高校の金憲泰さんが、
それぞれの学校を代表して挨拶しました。また、
猶興館高校はダンス同好会がヒップホップダン
スを、漢城高校はテコンドー部が演武を披露し、
互いに声援を送りました。英語で語り合った交
流会では、日韓の音楽グループの話題で盛り上
がり、話が弾む場面も見られました。

異文化体験。日韓高校交流会を初開催

　10月25日、生月小学校と山田小学校で、イ
ギリスのチャタム・グラマー・スクール男子校
から寄贈された本の寄贈式が行われました。同
校とは、本市国際交流団体「ＨＩＲＡの会（井上
隆会長）」が2004年から交流を深めており、今
回寄贈された本は同校が実施したチャリティ活
動の寄附金で購入したもの。それぞれの学校に
合計134冊の本が寄贈されました。子どもたち
は、英語で書かれた本をうれしそうに手に取る
と「とてもうれしいです。みんなで大切に読み
ます」と目を輝かせながら話してくれました。

平戸への思いを本に込めて

　11月4日、見る来公園（鮎川町）で「秋の香り
ピザフェスタ」（平戸革新プロジェクト宝JIMA
☆N主催・小値賀丈士代表）と「かかしコンテス
ト」（津吉あかるくらぶ主催・小値賀渡代表）が
開催されました。「秋の香りピザフェスタ」では、
同公園にあるピザ釜で、平戸産の食材を使った
ピザ６種類が焼かれ、参加者は焼きたてのピザ
を食べながら、ユニーク「かかし」を見て審査
しました。「かかしコンテスト」では14点が登場。
投票の結果、川で魚釣りを楽しむ様子を表した
「親子で魚釣り」がグランプリに輝きました。

ユニークかかしと手作りピザを楽しむ秋

磯釣りでの事故を想定して救助訓練

　10月18日、御崎野営場（生月町）の海岸およ
び海上で、磯釣り中の海中転落事故を想定した
救助訓練が実施されました。この訓練は、磯で
釣り客2人が高波にさらわれたことを想定し、
市消防本部、平戸警察署、平戸海上保安署の３
機関が合同で実施。陸上の負傷者を消防と警察
が連携して救助し、海中転落者を警察と海上保
安署が連携して救助しました。
　荒天時の磯釣りは大変危険です。魚釣りをす
る際は、身を守るためライフジャケットを必ず
着用しましょう。

　11月6日、平戸幼稚園で「ひらどっ子おいし
いまつり」が開催され、園児24人と保護者のみ
なさんが参加しました。この教室は、食を通し
て命の大切さを子どもたちに伝えるため、農協
青年部と平戸市漁青連との共催で、平戸幼稚園
が開催したもの。子どもたちは平戸で獲れた魚
と、バケツで大切に育てた米を使ってすり身揚
げとおにぎりを作りました。慣れない手つきで
一生懸命作ったすり身揚げと、おにぎりを食べ
た子どもたちからは、「おいしい。おうちでも
作りたい」という声がたくさん聞かれました。

たくさんの“いのち”をありがとう

いろ 　 え 　 おう　じゅ　

けん  そう やぐら

　もん   へい  し

ハン　ソン

キム　　ホンテ

み 　 　 　 　 く
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　教育や消防などの分野での長年にわたる功労や社会貢献をたたえる秋の叙勲が11 月３ 日に発令されました。
　また、日々の努力が実を結び表彰された各種表彰者、各種大会での入賞者をご紹介します。

受章、入賞おめでとうございます

瑞宝双光章
教育功労

「地域のみなさんのご協力
  のおかげです」

元公立中学校長

山下　 護さん

（鏡川町）

　昭和24年から40年間、公立中学校長、平戸市教育
委員会指導主事などとして、生徒・保護者との信頼関
係を大切にし、精力的に学校教育に尽力されました。

瑞宝単光章
危険業務従事者叙勲・消防功労

「地域のみなさんのご指導
  ご支援のおかげです」

元平戸市消防司令長

大石 嗣男さん

（大川原町）

　昭和46年から33年間、消防職員として市民の生命、
財産を災害から守るため、責任感と向上心を持って職
務を遂行し、消防力の強化に尽力されました。

瑞宝単光章
危険業務従事者叙勲・防衛功労

「職場の仲間と家族、地域
  のみなさんのおかげです」

元３等海尉

田中　 壽さん
（岩の上町）

　昭和48年から32年間、海上自衛官として国民の安
心、安全を確保するため、強い責任感と正義感をもっ
て職務を遂行し、防衛に大きく貢献されました。

和牛繁殖農家特別表彰

「地域のみなさんとともに  
  頑張ったおかげです」

田平町
和牛改良組合副会長

石井 一彦さん

（田平町）

　昭和54年から30年以上の長きにわたり、畜産業に
従事され、優秀な子牛を累計1,000頭以上出荷してい
ることが評価されました。

「平板測量競技会」最優秀賞（全国１位）

◎
各
種
受
賞
者
、
入
賞
者
は

　

次
の
と
お
り
で
す

平
戸
市
教
育
委
員
会
表
彰

【
学
校
医
功
労
】

　

吉
岡　

朗（
辻
町
）

　

柿
添　

圭
嗣（
鏡
川
町
）

【
社
会
体
育
功
労
】

　

前
田　

ミ
ド
リ（
木
場
町
）

　

宮
田　
　

子（
志
々
伎
町
）

第
７
回
全
国
学
校
給
食
甲
子
園

【
入
選
】

　

北
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場

県
民
体
育
大
会
成
績（
11
月
10
日
〜
11
日

主
会
場
・
諫
早
市
）

【
優
勝
】

〇
団　

体　

　

相
撲（
成
年
男
子
）

〇
個　

人　

　

松
永　

六
十
四（
相
撲
・
成
年
・
川
内
町
）

　

田
原　

正
伸（
50
歳
以
上
50
ｍ
平
泳
ぎ
・

　

浦
の
町
）

【
準
優
勝
】

〇
団　

体

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
Ｂ
グ
ル
ー
プ（
成
年
男

　

子
・
成
年
女
子
）

〇
個　

人

　

井
元　

健
人（
50
歳
以
上
50
ｍ
バ
タ
フ

　

ラ
イ
・
50
ｍ
自
由
形
・
鏡
川
町
）

　

江
田　

達
朗（
30
〜
39
歳
４
０
０
ｍ
走
・

　

鏡
川
町
）

た　    な　か ひさし い　し　    い か　ず　 ひ　こ

や　ま     し　た まもる お　お　 い　し つ　ぎ　　お

【
第
３
位
】

〇
団　

体　

　

サ
ッ
カ
ー（
40
歳
以
上
）

　

軟
式
野
球

　

柔
道

平
戸
市
美
術
展
覧
会（
主
な
入
賞
者
）

【
市
長
賞
】

　

神
保　

増
夫（
画
の
部
・
鏡
川
町
）

　

立
石　

利
一
郎（
書
の
部
・
宮
の
町
）

　

井
澤　

英
樹（
写
真
の
部
・
田
平
町
）

【
市
議
会
議
長
賞
】

　

岡
澤　

清
美（
画
の
部
・
田
平
町
）

【
市
教
育
長
賞
】

　

藤
村　

七
海（
書
の
部
・
生
月
中
３
年
）

　

山
野　

智
哉（
画
の
部
・
平
戸
小
６
年
）

【
市
文
化
協
会
長
賞
】

　

富
永　

節
子（
画
の
部
・
田
平
町
）

　

吉
冨　

カ
ヅ（
書
の
部
・
岩
の
上
町
）

　

金
丸　

律
子（
写
真
の
部
・
宮
の
町
）

　

松
元　

駿
介（
デ
ザ
イ
ン
の
部
・
生
月

　

小
１
年
）

第
７
管
区
海
上
保
安
本
部
長
表
彰

　

平
戸
市
漁
業
協
同
組
合　

度
島
事
業
所

　

平
戸
市
漁
業
協
同
組
合　

津
吉
事
業
所

　

中
野
漁
業
協
同
組
合

佐
世
保
海
上
保
安
部
長
表
彰

　

志
々
伎
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

秋の叙勲、大臣表彰など

　第63回日本学校農業クラブ全国大会の「平板測量競
技会」に、長崎県代表として出場し、最優秀賞（全国１
位）を受賞。併せて文部科学大臣賞と国土交通省国土
地理院長賞も受賞しました。

北松農業高等学校 

「第７回マニフェスト大賞」
市民部門　優秀マニフェスト推進賞

　市民委員会を開催し、マニフェスト検証作業を実施
するなど、青年会議所からマニフェストサイクル運動
を引き継いだことが評価され、全国1,889件の応募の
中から、優秀マニフェスト推進賞に選ばれました。

平戸市まちづくり市民委員会
会長　大村　謙吾さん

文部科学大臣表彰
地域文化功労

　昭和51年設立以来、長年にわたり県指定無形民俗
文化財「大島のジャンガラ」の保存と継承、後継者育成
に尽力し、地域の文化財保護に貢献されていることが
評価されました。

大根坂ジャンガラ保存会

「みなさんも私たちと一緒にまちづくりについて考えてみ
  ませんか 。新しい仲間が増えるのを楽しみにしています。」

「先生のご指導と、ともに頑張ってきた仲間や先輩の   
  支えがあって受賞することができました」

「この歴史ある文化財を時代ごとに大切に守っていかなけ  
  ればなりません。みなさんあたたかく見守ってください」

　

左
か
ら
萬
谷
さ
ん
・
鴨
川
さ
ん
・
金
子
さ
ん
・
石
橋
さ
ん
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対談

三人の料理長による美食饗宴で供された素晴らしい料理の数々

※対談者の写真は10月11日に開催された「美食饗宴」で撮影したものであり、対談は別室にて行われました。

▲メインディッシュ「平戸和牛サーロインの粘土包焼き」を切り分ける谷内総料理長▲メインディッシュ「平戸和牛サーロインの粘土包焼き」を切り分ける谷内総料理長▲メインディッシュ「平戸和牛サーロインの粘土包焼き」を切り分ける谷内総料理長

黒田 成彦黒田 成彦 谷内 雅夫谷内 雅夫

ホテルオークラ福岡ホテルオークラ福岡
総料理長総料理長

の
で
、
な
ん
と
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
平
戸
市
内
の
生
産
者
の

こ
だ
わ
り
の
姿
勢
が
決
定
づ
け
た
理
由
で

す
。

黒
田
市
長　

そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
生
月
に
も

お
越
し
い
た
だ
き
、
放
牧
現
場
な
ど
も
見

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し

て
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
た
か
。

谷
内
総
料
理
長　

本
当
に
美
し
い
自
然
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
放
牧
地
の
山
頭
草
原

で
は
、
牛
の
群
れ
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雄

大
な
環
境
の
中
で
ス
ト
レ
ス
な
く
生
育
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
し
、
生

月
の
カ
ワ
ハ
ギ
の
蓄
養
施
設
の
海
水
の
透

明
感
に
安
心
感
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
ん
な
に
奇
麗
な
海
は
見
た
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ワ
ハ
ギ
の
刺
身
も
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
天
然
の
も
の
と
変
わ

ら
な
い
見
事
な
品
質
で
し
た
。

黒
田
市
長　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
回
の

「
一
夜
限
り
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
」で

は
、
調
理
法
に
も
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
り
ま
し
た
ね（
笑
）。

谷
内
総
料
理
長　

コ
ー
ス
料
理
の
ト
ッ
プ

を
飾
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
で
す
ね（
笑
）。
西
さ

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

10
月
11
日
に
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
一
夜
限
り
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
」で

は
平
戸
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
料
理
の
演
出
に

よ
っ
て
、
お
い
し
い
ご
ち
そ
う
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
多
く
の
お
客
様
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
き
、
平
戸
の
知
名
度
が
さ
ら
に
高
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
総
料
理
長（
谷
内

雅
夫
）　

私
は
昨
年
の
11
月
に
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
福
岡
の
総
料
理
長
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
前
任
の
シ
ェ
フ

の
時
代
に
は
、
鹿
児
島
県
や
佐
賀
県
な
ど

県
単
位
の
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
の「
平
戸
フ
ェ
ア
」

は
一
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
初
め
て
の
試
み

と
な
り
ま
し
た
。

黒
田
市
長　

そ
う
で
し
た
か
。
そ
れ
は
光

栄
な
こ
と
で
す
ね
。
で
も
何
が
き
っ
か
け

で
今
回
の
快
挙
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷
内
総
料
理
長　

関
係
者
の
み
な
さ
ん
の

ご
熱
意
が
私
た
ち
の
心
を
動
か
し
ま
し
た

し
、
先
日
、
平
戸
市
に
お
邪
魔
し
て
市
長

と
お
会
い
し
、
直
接
お
話
を
お
聞
き
し

た
時
、
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
感
じ
ま
し
た

ん
の
吊
り
た
ま
ね
ぎ
を
使
っ
て
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た
の
で
す

が
、
た
ま
ね
ぎ
に
丸
ご
と
火
を
入
れ
、
そ

れ
を
ピ
ュ
ー
レ
状
に
し
て
、
青
﨑
さ
ん
の

卵
と
ま
ぜ
て
、
茶
碗
蒸
し
の
よ
う
な
料
理

を
開
発
し
ま
し
た
。
最
初
の
一
口
に
こ
だ

わ
り
を
演
出
す
る
た
め
に
工
夫
を
し
た
一

品
で
す
。

　

こ
れ
も
生
産
現
場
を
訪
問
し
、
西
さ
ん

の
語
り
を
聞
い
て
感
銘
を
受
け
、
何
と
か

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
ひ
ら
め
い
た
創

作
料
理
で
す
。
そ
れ
と「
ひ
ら
ど
ロ
マ
ン
」

と
い
う
菌
床
シ
イ
タ
ケ
も
、
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
作
っ
て
お
ら
れ
る
こ
だ
わ
り
と
情

熱
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

黒
田
市
長　

そ
れ
を
聞
い
た
ら
生
産
者
が

喜
び
ま
す
よ
。
そ
れ
か
ら 

シ
イ
ラ
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
商
品
価
値
と
し
て

は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

専
門
家
の
手
に
か
か
る
と
本
当
に
お
い
し

い
食
材
に
大
変
身
し
た
と
い
う
感
じ
で
し

た
。

谷
内
総
料
理
長　

シ
イ
ラ
が
こ
う
し
た

デ
ィ
ナ
ー
の
素
材
と
し
て
登
場
す
る
の
は

初
め
て
だ
と
思
い
ま
す（
笑
）。
炭
火
焼
と

し
て
調
理
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に
お
い
し

く
演
出
し
ま
し
た
の
で
、
新
鮮
な
形
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

焼
き
方
は
和
食
の
調
理
長
が
担
当
し
、
味

付
け
は
私
が
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
と
知
恵
を
絞
り
ま
し
て
レ
シ
ピ
を
開

発
し
た
次
第
で
す
。「
こ
れ
が
シ
イ
ラ
か
」

と
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
も
の
が
で
き
上

が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

黒
田
市
長　

本
当
に
そ
の
通
り
で
し
た
ね
。

ス
テ
ー
ジ
の
ご
挨
拶
で
も「
三
人
の
料
理

長
が
仲
良
く
ケ
ン
カ
し
な
が
ら
作
り
上
げ

た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね（
笑
）。 

谷
内
総
料
理
長　

は
い
。
今
回
の
企
画
は

一
皿
の
料
理
を
三
人
の
料
理
長
で
考
案
し
、

和
洋
中
が
合
作
し
て
作
り
上
げ
る
と
い
う
、

す
ご
い
醍
醐
味
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
北
京
ダ
ッ
ク
に
フ
ラ
ン
ス

料
理
で
使
う
ト
リ
ュ
フ
の
ソ
ー
ス
を
合
わ

せ
た
り
、
ク
ジ
ラ
の
味
噌
で
味
付
け
な
ど

今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

黒
田
市
長　

デ
ザ
ー
ト
で
使
っ
て
い
た
だ

い
た
平
戸
産
イ
チ
ゴ
も
そ
う
で
す
が
、
今

ま
で
は
大
量
に
取
引
が
可
能
な
市
場
に
直

接
出
荷
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
個
別
の
評

価
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況
で
し
た
。

谷
内
総
料
理
長　

や
は
り
食
材
と
い
う
も

の
は
、
成
育
さ
れ
る
場
所
や
環
境
が
大
事

で
す
ね
。
そ
し
て
生
産
者
の
深
い
思
い
や

熱
心
な
取
り
組
み
が
素
材
そ
の
も
の
に
反

映
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
き
ち
ん
と
評
価
し

て
い
く
こ
と
が
真
の
ブ
ラ
ン
ド
化
だ
と
思

い
ま
す
。

市長のトップ対談シリーズ20 
一流シェフと平戸生産者がコラボ　～福岡での「平戸和牛フェア」が大成功～

谷内 雅夫

ホテルオークラ福岡
総料理長平戸市長平戸市長

黒田 成彦
平戸市長

市長のトップ
対談シリーズ
20

優
秀
な
素
材
が
高
級
料
理
へ
変
身

平
戸
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
た
い

美
し
い
自
然
環
境
に
安
心
感

生
産
者
の
取
組
み
に
も
感
動

市
町
村
レ
ベ
ル
で
初
の
フ
ェ
ア

平
戸
産
の
食
材
に
高
い
評
価

三人の料理長による美食饗宴が開催されました
　10月11日、ホテルオークラ福岡で「美食饗宴」が開
催されました。平戸を食す、この秋一夜限りのスペ
シャルディナーとあって、平戸産の海の幸・山の幸が
素晴らしいお料理となって華麗に変身。総料理長谷内
雅夫シェフのフレンチ、中国料理長樋場正人シェフの
中華、和食料理長松島孝吏シェフの日本料理が一同に
揃う食の催しは、ホテルオークラ福岡では初めての開
催とのこと。平戸産の食材での和・洋・中のコラボ
レーションに、92人が舌鼓を打ちました。

一流シェフと
平戸生産者がコラボ

ひ      ば     ま  さ  と

たに   うち

まさ     お

まつ  しま　こ う    じ

黒
田
市
長　

今
回
の
デ
ィ
ナ
ー
を
通
じ
て

平
戸
の
食
材
を
例
え
ま
す
と
、
田
舎
生
ま

れ
の
少
女
が
都
会
で
洗
練
さ
れ
て
美
し
い

女
性
に
変
身
し
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
回
の
実
績
を
バ
ネ

に
、
平
戸
産
食
材
の
良
さ
を
九
州
は
も
ち

ろ
ん
全
国
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福岡での
「平戸和牛フェア」

が大成功



国際交流員
レムコ－・フロライク

従来型の携帯電話▼

▲スマートフォン

44モ～りだくさん大島産和牛販売モ～りだくさん大島産和牛販売

　10月20日と21日の2日間、中心市街地一帯で「平戸く
んち城下秋まつり」が開催されました。歩行者天国となっ
た会場には、平戸ならではの料理や特産品の販売、姉妹
都市・交流都市の物産市などが登場。パンフレットを片
手にお目当ての料理や品物を探す姿が見られました。ス
テージイベントでは、ちびっこ伝統芸能や吹奏楽の演奏、
平戸神楽、ジャ踊り、獅子舞など多彩な演目が披露され、に
ぎわいを演出。2日間で約20,000人の来場がありました。

　11月11日、市役所大島支所横広場で「第28回大島ふる
さと祭り」が開催されました。ステージショーでは、保育
園児によるおゆうぎや、小・中学生による合唱や、地元
バンドによるライブなどが行なわれました。物産販売で
は、新鮮な野菜や海産物、大島産の和牛を求める人たち
でにぎわいました。毎年人気の「サザエつかみ取り」や「新
米すくい取り」のほか、島内各地で収穫された米を試食し
て投票する「米の品評会」が今年初めて開催されました。

　10月27日と28日の２日間、平戸港交流
広場で「ちゃんこモ～牛モ～喰らいMAX in
平戸」が開催されました。このイベントで初
披露の「平戸ちゃんこ鍋」は、横綱平戸ちゃ
んこ鍋を筆頭に計７種類が登場。境川部屋
ちゃんこ鍋も大人気でした。平戸和牛料理
は串焼きや牛骨ラーメン、バーガーなど計６
種類が登場し、来場者は舌鼓を打ちました。

1平戸和牛バーガーをガブっと「おいしか～」2かわいらしく
「いらっしゃいませ！ちゃんこ鍋はいかが？」3潮香保育園児
による「相撲甚句」の道行き。エイヤー！4具だくさんの境川
部屋ちゃんこ鍋5口を開けて「あ～ん！」平戸和牛の部位はど
こ？6生月・山田保育所園児による「土俵入り」。どすこい！

7平戸和牛串焼き「おいしいね」8ちゃんこも牛も「ごっつぁん
です」9境川部屋ちゃんこ鍋を求めて長蛇の列が10尻相撲対
決。平戸牛ピンクに勝利！11牛の鳴きまねコンテスト。かわ
いらしい「モ～」で優勝！12ガラポン抽選で平戸和牛ゲット！
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■国際化

　2012年11月19日。天気は晴れ、弱い北風です。今日は平戸オランダ商館でオランダの伝統ゲームコー

ナーを設置しました。6種類の伝統的なゲームに初めて挑戦してみる観光客で盛り上がっています。大航

海時代の船員達が始めたシューレンというゲームもあり、400年前にオランダ人が似たような遊びしてい

たかもしれません。現在は「国際化」という表現をよく耳にしますが、大航海時代といえば、400年前も国

際化時代とも言えますね。

　今年の9月に平戸の高校生12人が平戸の姉妹都市ノールトワイケルハウト市に行って、オランダの家庭

でホームステイし、地元の学校で授業を受けました。最初は大変だったけれど、そのおかげで生徒が成長

して、オランダ人の学生生活を体験しながら、ホームステイ先の高校生と仲良くなりま

した。短い間に言葉の壁もどんどん解けていて、日本人とオランダ人が一つのグルー

プになりました。最後はみんな涙を流しながらお別れしました。

　平戸で生まれたからこそ彼らは「一生忘れられない」経験ができました。その

成果は数字で表せませんが、現在の国際化の中で彼らと平戸にとっては、

数字より大切な意味を持つ成果だと思います。400年前の精神と変わら

ぬ、彼らが交流を通じて、いい歴史を残していくと期待しています。

■
進
化
す
る
携
帯
電
話

　　

「
ス
マ
ホ
」。
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
パ
ソ

コ
ン
機
能
を
ベ
ー
ス
と
し
た
多
機
能
携

帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
の
こ
と

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
略
し
て
「
ス

マ
ホ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

の
携
帯
電
話
も
十
分
に
多
機
能
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
ス
マ
ホ
」

は
さ
ら
に
高
機
能
で
利
便
性
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
携
帯
電
話
と
ス
マ
ホ
の
違
い

「
ス
マ
ホ
」の
性
能

　

従
来
の
携
帯
電
話
で
も
、
モ
バ
イ
ル

用
サ
イ
ト
で
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
で
き
ま
し
た
。「
ス
マ
ホ
」

で
は
大
き
な
画
面
で
パ
ソ
コ
ン
用
サ
イ

ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
そ
の
ま
ま
使
用
可

能
で
、
非
常
に
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
。

ま
た
、
ア
プ
リ
（
有
料
・
無
料
問
わ
ず

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
利
用
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
ス
マ
ホ
の
内
容
を

自
分
好
み
に
変
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

「
ス
マ
ホ
」利
用
時
の
注
意
点

　

「
ス
マ
ホ
」
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
と
変
わ
ら
な

い
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
携

帯
電
話
以
上
に
通
信
料
が
高
く
な
り
ま

す
。
契
約
の
際
、
定
額
料
金
の
パ
ケ
ッ

ト
割
引
サ
ー
ビ
ス
へ
の
加
入
を
し
な
い

と
、
月
々
の
支
払
料
金
は
高
額
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

不
用
意
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
行
う
こ
と

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
デ
ー
タ
を
盗
ま
れ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

★
料
金
設
定
や
内
容
・
機
種
に
つ
い
て

　

よ
く
比
較
検
討
し
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

★
子
ど
も
が
利
用
す
る
携
帯
電
話
に
は
、

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
て
有
害

　

サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
注

　

意
し
ま
し
ょ
う
。

★
携
帯
電
話
会
社
が
推
奨
す
る
セ
キ
ュ

　

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
契
約
前
に
確
認

　

し
ま
し
ょ
う
。

こ
ち
ら
は「
市
民
総
合
相
談
室
」

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」

▼携帯電話に関するトラブルに遭ったと感じたら、ご相談を！　　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す

問

折りたたみ式で
ボタン操作を行う

平らなタイプがほとんどで、
画面を指でなぞって操作を行う

平戸くんち城下秋まつり
平戸城下旧町地区（中心商店街）

ちゃんこモ～牛モ～
喰らいMAX　ｉｎ 平戸

第28回 大島村ふるさと祭り
市役所大島支所横広場

平戸港交流広場

1

6 7 8 9

2 3

10

4 5

11 12

1姉妹都市・交流都市の物産市姉妹都市・交流都市の物産市1姉妹都市・交流都市の物産市

3食と音楽の秋。響くハーモニー食と音楽の秋。響くハーモニー3食と音楽の秋。響くハーモニー 4伝統芸能・宮の町獅子舞伝統芸能・宮の町獅子舞4伝統芸能・宮の町獅子舞

2すりみ揚げ、うまいっ！！すりみ揚げ、うまいっ！！2すりみ揚げ、うまいっ！！

1秋空に響く大島中の合唱秋空に響く大島中の合唱1秋空に響く大島中の合唱

2サザエの取れたばい！サザエの取れたばい！2サザエの取れたばい！

3試食して投票した「米の品評会」試食して投票した「米の品評会」3試食して投票した「米の品評会」4モ～りだくさん大島産和牛販売



～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

平

平

■おはなし会／１日　・15日　　午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室
■映画会／８日　　午後２時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室
■おたのしみ抽選会／ 21日　　午前10時～午後７時
　　　　　　　　　　図書館カウンター
■クリスマスおたのしみ会／ 22日　　午前10時～
　　　　　　　　　　　　　市ふれあいセンター会議室

生

生

生

　一度片づけたら絶対にリバウンドし
ない『片づけの魔法』第２弾！「メイク
用品」と「スキンケア用品」は必ず分け
て収納する、貴重品は、まずにおいを
嗅いでみる…“こんまり流”の魔法で、
今度こそ、「ときめく暮らし」を手に入
れましょう。

　ノーベル医学・生理学賞受賞者の
山中伸弥教授が作製したiPS細胞に
よる医療革命は、生命科学の常識を
覆しました。「ジャマナカ」とばかに
され、臨床医をあきらめた挫折の日々
…。決してエリートではなかった男が、
研究人生のすべてを語ります。

　「二次会の途中までは覚えてるけど、
どうやって家に帰ったのか、まった
く記憶がない」。ありませんか？そん
なこと。酒は百薬の長なのか、それ
とも…。お酒と脳の不思議な関係を
分かりやすく解説しています。

『人生がときめく
　　　片づけの魔法２』
著／近藤麻理恵
出版社／サンマーク出版

『山中伸弥先生に、人生と
　iPS細胞について聞いてみた』

著／川島隆太、泰羅雅登
出版社／ダイヤモンド社

　クリスマスをめぐる７つのお話。
サンタクロースはパパ？カリカリ山
のクリスマスの木って？クリスマス・
イブの夜、家にやってきたおまわり
さんが、そんなふしぎに答えてくれ
ました…。クリスマスが待ちどうし
くなる１冊です。

『クリスマスをめぐる
　　　　7つのふしぎ』
作／斉藤 洋、絵／森田 みちよ
出版社／理論社

　愛され続けて10周年を迎えるおしゃ
までおてんばな女の子ジャッキーシ
リーズ。春はおうちでパーティ、夏は
ベランダでプール遊び、秋はお山で
キャンプ、冬はソリあそび…。はじめ
てのフォト絵本もとてもすてきです。

『くまのがっこう ジャッキーの
　　　　はるなつあきふゆ』

　話題のiPS細胞など、この分野は驚き
の新事実や発明が日夜おきています。
作者は科学や生物に関心が深く、たく
さんの科学知識が作品に盛り込まれ、
ドラえもんを読みながら、科学に興味
がある大人まで楽しめる科学本です。

『ドラえもん科学ワールド
　からだと生命の不思議』
まんが／藤子・F・不二雄
監修／藤子プロ、森　千里
編／小学館ドラえもんルーム
出版社／小学館

文／あいはら ひろゆき
出版社／宝島社

■おはなし会／１日　・８日　・15日　　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 12日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館　和室
■クラフト教室／ 15日　　午後２時～
　　　　　　　　北部公民館　講座室ほか
■クリスマスおはなし会／ 22日　　午後２時～
　　　　　　　　　　　　平戸図書館

平戸図書館 ☎22‐4017

●１２月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

土土

土

土

●１２月の主なもよおし●

◎休館日／４日　、11日　、18日　、25日　、
　　　　　28日　～１月３日　（年末図書整理、年末年始）

水

火 火火火

金 木

土

土

土

土 土

◎休館日／４日　、11日　、18日　、25日　、
　　　　　28日　～１月３日　（年末図書整理、年末年始）

火 火火火

金

金

木

南

平

平

平 大

田

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『記憶がなくなるまで飲んでも、
　なぜ家にたどり着けるのか？』

広報ひらど 平成24年12月号 16Hirado City Public Relations,2012.1217

著／山中伸弥　聞き手／緑　慎也
出版社／講談社

永

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信

　介護保険では、同じ月に利用した介護保険サービスの利用者負担（１割）の合計が
高額になった場合（同じ世帯内に複数の介護保険サービス利用者がいる場合は、利
用者全員分の負担額を合算）、下表の自己負担限度額を超えると、申請により超え
た分が「高額介護サービス費」として後から支給される制度があります。

　通常、介護サービスを利用した際の本人負担は「１割」ですが、介護保険料を滞納すると、その期間や額に応じ
て３段階の制限が適用されます。介護保険サービスを利用する上で大きな負担となりますので、必ず保険料は納
期内に納めましょう。

忘れていませんか？ 介護保険▲

高額介護サービス費の支給申請▲

介護保険料の納付
■お問い合わせ　長寿保険課介護保険班　☎内線2588

高額介護サービス費
支給申請

　①申請書　②印かん（シャチハタ印は不可）　③利用者名義の金融機関口座が分かるもの（預金通帳）　
　④該当月の領収証（コピー可）
　※２回目以降は申請書を省略することができます
　※高額介護サービス費は、該当月の利用料を支払ってから２年で申請の時効を迎えます

区　分

生活保護の受給者など

世帯全員が
市民税非課税で

老齢福祉年金の受給者

前年の合計所得金額および課税年金収入額の合計が80万円以下の人

前年の合計所得金額および課税年金収入額の合計が80万円を超える人

市民税課税世帯（一般世帯）の人

個人の限度額

15,000円

15,000円

15,000円

24,600円

37,200円

世帯の限度額

15,000円

24,600円

24,600円

24,600円

37,200円

■自己負担の限度額

■高額介護サービス費の支給申請に必要なもの

※支給が決定したときは、振込前に「高額介護（居宅支援）サービス費支給決定通知書」をお送りしています。
　振込先金融機関の口座番号や名義に間違いがないか、ご確認ください。

歳以上のみなさん
年金から天引きされない介護保険料（普通徴収）の納め忘れはありませんか？

　利 用 者 は、介 護
サービスを受けた際、
サービス提供者に一
旦全額（10割）を支
払い、市役所で９割
分の返還手続きをし
ます。

保険料滞納月
（納期）から
１年経過した場合

保険給付の
償還払い化

　利用者は、介護サー
ビスを受けた際、サー
ビス提供者に一旦全額
（10割）を支払います。
市は、９割分の返還に
ついて、全額もしくは
一部を差し止めます。

保険料滞納月
（納期）から

１年６カ月経過した場合

保険給付の
支払一時差止

　滞納額に応じて期間を算定し、その間に利用す
る介護保健サービス費の自己負担が「１割」から「３
割」に引き上げられます。利用者は、１カ月に支払っ
た自己負担額が規定の上限を超えた場合、その超
過分を支給する「高額介護サービス費」、施設サー
ビス・短期入所サービスの食費や居住費を軽減す
る「特定入所者介護（介護予防）サービス費」について、
給付制限期間中はその支給を受けられません。

保険料滞納月（納期）から
２年以上経過した場合

（時効により納付できなくなった場合）

保険給付の減額・高額介護
サービス費などの不支給

※年金天引き（特別徴収）以外の人が対象です



※写真はイメージです

☆まちの話題！Photoコーナー

　11月3日、丸島公園で「度
島グラウンドゴルフ大会」が
開催されました。度島町3
区長の主催で、各いきいき
サロンの協力のもと初開催。
69人が参加しました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

度島でナイスショット！ 約100点を展示「県展移動展」

　11月8日から11日まで、
生月町博物館・島の館で
「第57回県展移動展」が8年
ぶりに開催されました。平戸
市では１人が入賞、6人が入
選。おめでとうございます。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、住 所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。お便りをいただい
た人の中から抽選で10名様に上記商品（温泉入浴券）
をプレゼント（※観劇券は応募者全員にプレゼント）。
応募締切は12月17日（月）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　広報ひらど12月号
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　 ▼F A X 　22‐5178
　 ▼Eメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

みなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

わ
が
家
の
長
男
が
海
技
学
校
を
３
月
に

卒
業
、
そ
の
後
、
海
技
学
校
乗
船
科
も
修

了
し
田
平
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
父
親
と
２
人
で
船
釣
り
に
行
き
、

海
で
泳
ぎ
、
平
戸
の
美
し
い
海
が
長
男
を

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
就
職
も
も
ち
ろ
ん
、

船
乗
り
で
す
。
昨
年
は
海
の
甲
子
園
と
呼

ば
れ
る
第
13
回
全
国
カ
ッ
タ
ー
大
会
で
優

勝
！
本
人
に
と
っ
て
充
実
し
た
高
校
生
活

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
わ
が
子
を
育
て
て
く

れ
た
平
戸
の
海
や
自
然
に
感
謝
！
先
生
に

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
親
と
し
て

の
仕
事
を
果
た
し
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

平
戸
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
子
育
て
に
は

良
い
環
境
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
平
戸
に
住

ん
で
良
か
っ
た
で
す
。

（
マ
リ
ン　

45
歳
女
性
）

●

　

平
戸
へ
嫁
ぎ
、
１
年
半
に
な
り
ま
す
。

こ
の「
広
報
ひ
ら
ど
」で
、
伝
統
や
文
化
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
私
に
と
っ
て
教
科
書
の
よ
う
な
存
在

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
情
報

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
戸
市
２
年
生　

29
歳
女
性
）

●

　

平
戸
市
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る「
お
ひ

さ
ま
」。
と
て
も
参
考
に
し
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
を
公
園
に
連
れ
て
い
っ
た
り
、

外
出
し
た
り
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
家
で
は

体
験
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。（

ま
か
ろ
ん　

29
歳
女
性
）

●

　

音
楽
の
秋
で
す
。
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

で
は
ト
ー
キ
ン
・
フ
ァ
イ
ブ
、
熊
澤
三
郎

記
念
館
で
は
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
。
い
つ

も
の
よ
う
に
、
近
所
の
大
先
輩
と
出
か
け
、

本
物
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
感
激
。

90
歳
を
過
ぎ
た
大
先
輩
。
今
年
は
三
度
も

栗
ご
飯
を
作
り
、
私
達
も
ご
ち
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
秋
は
、
食
欲
も
増

し
ま
す
。

（
ア
ユ
タ
の
母　

68
歳
女
性
）

●

　

11
月
３
日
に
、
生
月
町
舘
浦
の
法
善
寺

で「
晋
山
式
」が
約
50
年
ぶ
り
に
あ
り
ま
し

た
。
舘
浦
地
区
を
お
練
り
行
列
。
幼
児
か

ら
小
学
生
の
か
わ
い
い
お
稚
児
さ
ん
の
行

列
に
、
見
学
の
人
た
ち
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
。

幸
せ
の
お
裾
分
け
を
い
た
だ
い
た
気
分
で

し
た
。

（
法
善
寺
檀
家　

65
歳
女
性
）

●

　

懐
か
し
い
な
っ
、
平
戸
弁
。「
平
戸
弁

金
封
」い
い
ね
！

（
O‐

S
H
I
N
J
I　

60
代
男
性
）

●

平
戸
の
離
島
に
渡
り
、
そ
こ
へ
行
く
と
体

調
が
良
く
な
る
自
然
の
空
気
を
、
体
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
島
に
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て
欲
し
い
と
感

じ
ま
す
。

夏
実（
40
代
女
性
）

●

「
和
牛
の
祭
典
」の
機
に
乗
じ
て
、
平
戸
牛

を
い
つ
も
よ
り
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

う
ま
い
、
と
に
か
く
う
ま
い
。
し
か
も
、

こ
の
値
段
で
食
べ
ら
れ
る
の
？
と
い
う
驚

き
が
加
わ
り
、
こ
れ
は
食
べ
な
い
手
は
な

い
だ
ろ
う
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

も
っ
と
平
戸
牛
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ

ん
、
平
戸
牛
は
平
戸
に
来
て
味
わ
う
の
が

一
番
お
い
し
い
は
ず
。
だ
っ
た
ら
、
積
極

的
に
た
く
さ
ん
の
人
に
平
戸
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
崎
市
内
に
住
む
人
た
ち
は
、
ま
だ
ま

だ
平
戸
は
遠
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
み
た
い
。
で
も
、
長
崎
市
内
出
身

の
私
は
、
た
び
た
び
帰
っ
た
り
す
る
の
で

す
が
、
実
際
そ
ん
な
遠
く
は
な
い
で
す
。

私
は
、
広
く
友
人
や
知
人
に
声
を
か
け
て
、

平
戸
牛
を
は
じ
め
平
戸
の
魅
力
を
ど
ん
ど

ん
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス　

40
代
男
性
）

●

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、８通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

国際観光ホテル旗松亭
「平戸温泉入浴券」を10名様に、さらに
応募者全員に「歌舞候　組観劇券」をプレゼント
　国際観光ホテル旗松亭は、おかげさまで来年８月で
創業44周年を迎えます。ホテルからは平戸城や平戸
大橋などの景色を一望できます。大浴場や露天風呂
「美湾の湯」で景色を眺めながら平戸温泉に浸かると、
日頃の疲れを癒すことができるでしょう。温泉の泉質
はナトリウム炭酸水素塩泉（弱アルカリ性）で、美肌の
湯とも言われます。今回は平戸温泉入浴券を抽選で10
名様にプレゼントします。さらに、ご愛顧いただいた
感謝の気持ちを込めて、平成25年１月６日（日）～２月
28日（木）まで行う新春公演「歌舞候○組夢舞台」夜公演
の観劇券（期間限定）を応募者全員にプレゼントします。
◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　国際観光ホテル旗松亭
　〒859-5102　平戸市大久保町2520番地
　TEL　0950-22-2827
　FAX　0950-22-5160
　URL　http://www.kishotei.com/

`

か　　ぶ　   そう        わ　   ぐみ

観劇券は
応募者全員に
プレゼント

歌舞候　  組
特別ご招待
公演日程

平成25年１月6日（日）
～１月18日（金）
◎夜公演
　午後８時～午後10時
　第１部　お芝居
　第２部　舞踊ショー

し
ん  

ざ
ん

▲10月18日、株式会社九電工平戸営業所の社員のみなさんによる赤坂野球▲10月18日、株式会社九電工平戸営業所の社員のみなさんによる赤坂野球
場土手の清掃が行われました。作業が困難な急斜面の場所の草刈りをして場土手の清掃が行われました。作業が困難な急斜面の場所の草刈りをして
もらい、利用者に気持ちよく使ってもらえるようになりました。もらい、利用者に気持ちよく使ってもらえるようになりました。

▲10月18日、株式会社九電工平戸営業所の社員のみなさんによる赤坂野球
場土手の清掃が行われました。作業が困難な急斜面の場所の草刈りをして
もらい、利用者に気持ちよく使ってもらえるようになりました。



宛先：kouhou@city.hirado.lg.jp
件名：広報ひらど１月ハッピーバースデー

誕生日を迎えるお子さんの
○氏名（ふりがな）
○生年月日
○投稿者氏名
○住所・電話番号
○おめでとうメッセージ
○お子さんの写真
（できるだけ高画質で）

▲こちらのＱＲコード
からも投稿できます。

投稿締切は
12月15日

１月
生まれ
募集中

お誕生日おめでとうございます！
　にっこり笑顔の写真をありがとう
ございます。掲載できる数を超える
投稿がありましたが、お誕生日は年
に１度のお祝い！ということで、写
真とお名前、年齢を紹介します。
　　　　　　　　　　　編集室より

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「平戸革新プロジェクト 宝JIMA☆N」「平戸を世界一の“宝島”に！
　　世界中に平戸の“宝”を“自慢”したい」

「攻守ともに粘り強く、全員野球でプレーしています！」

　平戸革新プロジェクト宝JIMA☆Nは、平戸市の地場産

業の振興と雇用の創出を目指し、地域活性化支援事業を

展開していきたいという熱い思いを持った市民が集まり、

今年９月に結成したばかりの市民グループです。平戸南

部地区出身の40歳以下の若手が集まって毎週土曜日に

ミーティングをしています。ミーティングはスカイプで

つなぎ、会議室に来られないメンバーも参加できるよう

にしています。

　南部地区の活力あるまちづくりを

したい。今回、「秋の香りピザフェ

スタ」を初企画し11月4日に見る来

公園で開催しました。当日は、老若

男女を問わず多くの人が公園に集ま

り、焼きたてのピザに舌鼓を打ちま

した。今後も10代・20代の若い人

が集まる楽しいイベントを企画し、

平戸の魅力を発信していきます。

広報ひらど 平成24年12月号 20Hirado City Public Relations,2012.1221

vol.7

「平戸鬼洋蝶少年野球クラブ」
　みなさんこんにちは。平戸鬼洋蝶少年野球クラブです。

　僕たちのチームは、野球ができることに感謝し、１球

１球を大切に最後まで諦めず、全員野球でプレーするこ

とをモットーとしています。

　先日大村市で開催された親善少年野球大会では、日ご

ろの練習の成果が実って、優勝することができました。

これからも元気に楽しく、相手を思

いやる心と積極的なプレーを心がけ、

大好きな野球を、みんなで楽しくプ

レーしていきたいと思っています。

　平戸鬼洋蝶少年野球クラブでは、

部員を募集しています。現在は、平

戸・田助・中野小学校のメンバーで

楽しく活動しています。野球が好き

な人、興味がある人は、ぜひ１度グ

ラウンドに見学に来てください。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／火・木曜日 午後3時30分～午後6時30分
　　　　　土・日曜日 午前9時～正午
活動会場／火・木曜日 亀岡グラウンド
　　　　　土・日曜日 平戸小学校グラウンド
対 象 者／市内の小学生
連 絡 先／☎090-8667-6835（小野さん）
部 員 数／ 27人
参 加 費／ 1～３年生　月額1,000円
　　　　　４～６年生　月額1,500円
代　　表／増本　憲次さん（戸石川町）

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／毎週土曜日

活動会場／オジカ鉄工２階会議室

対 象 者／ 40歳以下の人

連 絡 先／☎090-2713-2473（代表）

会 員 数／９人

代　　表／小値賀　丈士さん（津吉町）

▲携帯電話（スマートフォン）
からの投稿イメージ

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

カメラ、携帯電話・スマートフォンで撮影したお子さんの
写真を、広報ひらどに投稿しませんか？

投稿方法　写真、お子さんの氏名、生年月日、投稿者氏名、住所、電話番号、お
　　　　　めでとうメッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３人まで。発行月前の15日
までにお送りください。

※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

小野田 真奈ちゃん
生月町

おてんばで、ひょうきんな
マーちゃん。いつもみんなを
笑わせてくれてありがとう♪

from 　聡さん・　あやかさん

度島町 辻町

お　の　だ　　ま　な　

森屋 るかちゃん
もり  や

山口　桃花ちゃん
やまぐち　　もも か

１歳 １歳４歳

濵﨑　駿くん
はまさき  　しゅん

１歳

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しい、など掲載を希望する団体は、広報ひらど編集室へご連絡ください。

母

おてんば娘のるかちゃん。こ
れからも元気に大きくなって
ね。

from 　誠二さん・　美加さん母父父

兄や姉にこなされて逞しく
育っています！ニコニコ桃
ちゃん、誕生日おめでとう！

from 　正義さん・　千恵子さん母父

広報ひらど

投稿写真は　①画像サイズは150KB～ 2MB（できるだけ高画質で）
②手ブレ・ピンボケに注意　③顔がはっきり分かるように撮影を　



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

※29日、30日は
　午後３時まで。

　
「
つ
ば
き
の
実
」を
買
い
取
り
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
田
平
支
所
産
業
建
設
課

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
５
１
５
５

募　

集

　

マ
マ
友
を
作
っ
て
子
育
て
の
情
報

　

交
換
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
３

　

乳
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業
の

　

第
４
期
募
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

　

製
造
業
の
み
な
さ
ん
へ

　

〜
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
〜

　　
　
　
　
　
　
　

問
政
策
推
進
課
広
報
情
報
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
４
０

　

収
集
日
の
確
認
を
！

　

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿
収
集
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
９

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
安
全
な
取

　

り
扱
い
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
４
７

資源ごみ等

　

前
10
時
〜
正
午

　

※

で
き
る
だ
け
全
８
回
参
加
で
き
る
人

○
と
こ
ろ　

あ
い
ち
ゃ
ん
広
場（
愛
の
園
保
育

　

所
内
）

○
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
お

　

母
さ
ん

○
募
集
人
数　

10
〜
14
人（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日　

12
月
21
日（
金
）

○
貸
出
用
品
と
台
数
お
よ
び
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・ 

最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）20
台
・
１

　
　

〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ
月

○
対
象
者　

平
成
25
年
１
月
１
日（
火
）〜
３

　

月
31
日（
日
）に
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
予
定
の

　

保
護
者

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
お

　

持
ち
の
上
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、
ま
た

　

は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備
え

　

付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

12
月
３
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
か
ら
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

　
　

す
。

　

北
松
森
林
組
合
で
は
、
つ
ば
き
油
の
原
料
と

な
る「
つ
ば
き
の
実
」を
、
次
の
と
お
り
買
い

取
り
ま
す
。

○
品　

種　

や
ぶ
つ
ば
き
の
実（
平
成
24
年
度

　

産
に
限
る
）　

○
買
い
取
り
締
切
日　

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

○
買
い
取
り
価
格　

１
㎏
当
た
り
３
５
０
円

○
持
込
場
所　

田
平
支
所
産
業
建
設
課
ま
た
は

　

北
松
森
林
組
合（
℡
０
９
５
６- 

63 -

２
３
０
５
）

○
注
意
事
項　

サ
ザ
ン
カ
の
実
や
古
い
実
、
小

　

石
な
ど
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
よ
く
選
別
し
、

　

十
分
乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
買
い
取
り
代

　

金
は
、
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
口
座
番
号
の

　

分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
お
母
さ
ん
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
語

り
な
が
ら
自
分
に
あ
っ
た
子
育
て
を
見
つ
け
て

い
く
子
育
て
講
座
で
す
。
講
座
に
は
、
託
児
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

平
成
25
年
１
月
９
日（
水
）〜
２

　

月
27
日（
水
）の
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）午

　

※

育
児
用
品
の
貸
出
・
返
却
は
、
本
庁
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
協

　
　

働
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
場

合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
・
衣
類
な
ど
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
置
か
ず
、
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
引

　

火
の
危
険
が
あ
る
物
を
使
用
し
な
い
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
な
い

　

よ
う
離
し
て
使
用
す
る
。

【
使
用
方
法
】

・
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
正
し
く
使
用
す
る
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る
場
合
は
、

　

ス
ト
ー
ブ
の
火
は
必
ず
消
す
。

・
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
必
ず
完
全
に
消
火
し

　

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
の
も
の
、
又
は
ポ

　

リ
エ
チ
レ
ン
製
で
安
全
性
に
係
る
推
奨
マ
ー

　

ク
が
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
、
必
ず

　

栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
密
閉
す
る
。

・
容
器
の
保
管
場
所
は
火
気
を
使
用
す
る
場
所

　

か
ら
遠
ざ
け
、
直
射
日
光
を
避
け
た
冷
暗
所

　

と
す
る
。
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工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上
の
全

て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
12
月
31
日
時
点
で

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
重

要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

▼
12
月
31
日（
月
）か
ら
平
成
25
年
１
月
３

　
　

日（
木
）ま
で
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

に
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

▼
粗
大
ご
み
の
回
収
や
、
し
尿
の
汲
み
取
り

　
　

は
、
期
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼「
警
告
シ
ー
ル
」が
貼
ら
れ
た
ご
み
袋
は
、

　
　

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
責
任
で
、
12

　
　

月
10
日（
月
）ま
で
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
爆
発
す
る

　
　

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
使
い
切
っ

　
　

た
上
で
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

12月17日
12月18日
12月19日
12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日

1月  4日
1月  5日
1月  6日
1月  7日

月
火
水
木
金
土
祝・日
振・月
火
水
木
金
土
日

金
土
日
月

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日 燃えるごみ・生ごみ
平 戸 地 区

燃えるごみ 燃えるごみ 資源ごみ等資源ごみ等 燃えるごみ・生ごみ 資源ごみ等
田 平 地 区生 月 地 区 大島地区北松北部

クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

全地区収集
休　み 休　み

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

受入可
受入可

休　み

休　み

受入可

受入可

受入可

浄　化　槽　汚　泥　

浄　化　槽　汚　泥

浄　化　槽　汚　泥　

し尿汲み取り　

し尿汲み取り

し尿汲み取り

し尿・
浄化槽汚泥

粗　大　ご　み

（有）平戸清掃
中部清掃（有）平田
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃合同会社

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

12月1日（土）～12月14日（金）まで予約を受け付けます。
12月15日（土）～12月24日（月）まで予約を受け付けます。

12月29日（土）午後～1月6日（日）まで休みます。

12月7日（金）までに予約が必要です。
12月29日（土）～１月６日（日）まで休み。
１月７日（月）から受け付けます。

12月14日（金）までに予約が必要です。
12月29日（土）～１月３日（木）まで休み。
１月４日（金）から受け付けます。

12月29日（土）～1月4日（金）まで休みます。
12月30日（日）～1月3日（木）まで休みます。
12月10日（月）までに予約が必要です。
12月29日（土）～1月3日（木）まで休みます。
12月27日（木）までに電話連絡ください。
12月29日（土）～1月6日（日）まで休みます。

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区
12月29日（土）～１月4日（金）まで休みます。

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

平常収集

休　　　　　み

休　　　　　み

12/31（月）～１/3（木）までの間は、収集業務および施設の受け入れは、休みます。

※北松北部クリーンセンターの12月の休日受入は、24日（振・月）、29日（土）、30日（日）となっています。
　29日（土）、30日（日）は午後３時まで、１月７日（月）以降平常収集。

平 常 収 集 平 常 収 集 平 常 収 集

平 常 収 集 平 常 収 集 平 常 収 集

平 常 収 集 平 常 収 集 平 常 収 集

休　　み
休　み 全地区収集 休　み

全地区収集 休　み 全地区収集 休　み

休　　み 全地区収集

休　み全地区収集

全地区収集 生ごみのみ

臨 時 収 集

平常収集

平常収集

受入可

9：00～12：00
13：00～16：00受入可

受入可

的 山 ・大根坂
神浦・前平・西宇戸

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 

生 月 地 域
山 田 地 域

受入可※午前中

受入可※午前中

平戸オランダ商館の歴史を知る貴重な体験。
　10月20日、平戸オランダ商館高台において、商館長居宅跡発
掘調査説明会が開催されました。発掘された商館長居宅跡の基礎
は、壁を安定させるために溝を掘り、こぶし大の石を敷き詰めた
「パウンフンデーリンゲン」と呼ばれる技術を採用しており、これ
は、1639年築造倉庫などでも確認されているもの。このような、
基礎構造や出土品など、商館長居宅跡と特定された根拠について
説明があり、参加したみなさんは、熱心に説明を聞いていました。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

市
民
課
か
ら
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　

       

問
水
道
局
給
水
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

☎
22
‐
３
８
３
８

　

平
成
25
年
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
４

　

長
寿
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
０

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
５

第
４
回
平
戸
検
定
お
よ
び

検
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

問
税
務
課
滞
納
整
理
班

　

☎
内
線
２
５
４
４

北
部
九
州
地
域
市
町
村
合
同
公
売

会
in
春
日
を
開
催
し
ま
す

問
農
林
課
畜
産
班

　

☎
内
線
２
２
６
７

狩
猟
免
許
追
加
試
験（
わ
な
猟
）の

お
知
ら
せ

問
総
務
課
行
政
班

　

☎
内
線
２
３
１
４

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
緊
急
地
震
速

報
の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

問
建
設
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
２
３
２

西
九
州
自
動
車
道（
松
浦
〜
佐
々
間
）

の
事
業
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
か

か
る
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す

【
南
部
地
区
会
場
：
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
】

と　
　

き　
　
　
　
　

内　
　

容

平
成
25
年
１
月
7
日（
月
）

平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）

平
成
25
年
１
月
15
日（
火
）

平
成
25
年
１
月
18
日（
金
）

平
成
25
年
１
月
22
日（
火
）

平
戸
の
歴
史
１

平
戸
の
植
物

平
戸
の
民
俗
と
宗
教

平
戸
の
歴
史
２

平
戸
の
捕
鯨

【
生
月
地
区
会
場
：
生
月
町
中
央
公
民
館
】

と　
　

き　
　
　
　
　

内　
　

容

平
成
25
年
１
月
25
日（
金
）

平
成
25
年
１
月
29
日（
火
）

平
成
25
年
２
月
1
日（
金
）

平
成
25
年
２
月
5
日（
火
）

平
成
25
年
２
月
8
日（
金
）

平
戸
の
植
物

平
戸
の
民
俗
と
宗
教

平
戸
の
捕
鯨

平
戸
の
歴
史
１

平
戸
の
歴
史
２

地　区　　とき（平成25年）　　と　こ　ろ

生月地区

平戸地区

大島地区

田平地区

１月３日（木）
午前10時～

１月３日（木）
午後１時～

１月４日（金）
午前10時～

１月４日（金）
午後１時30分～

生月町開発総
合センター

平戸文化セン
ター

大島村離島開発
総合センター

田平町民セン
ター

　

15
分（
全
日
程
）

※

日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
講
習
受
講
料　

無
料

平
戸
検
定
お
よ
び
検
定
講
習
会
申
込
方
法

　
　

電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ

　

ム
ガ
イ
ド
、
ま
た
は
観
光
課
観
光
振
興
班
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

平
戸
観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド

　

℡
23-

８
２
１
０

「
市
役
所
職
員
を
か
た
る
不
審
電
話
多
発
中
！
」

　

昨
年
、
市
内
で
は
、
市
役
所
職
員
や
社
会
保

険
事
務
所
職
員
を
か
た
る
不
審
電
話
が
相
次
ぎ

振
り
込
め
詐
欺
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
再
び
県
内
で
同
様
の
電
話
や
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

○
不
審
電
話
の
内
容

　

▼「
医
療
費
な
ど
の
還
付
が
あ
る
」と
言
い
、

　
　

氏
名
・
生
年
月
日
・
口
座
番
号
を
聞
き
出
す
。

　

▼
指
定
し
た
電
話
番
号
に
か
け
さ
せ
手
続
き

　
　

を
す
る
よ
う
に
促
す
。

　

▼
銀
行
や
郵
便
局
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

　
　

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
直
接
手

　
　

続
き
を
す
る
よ
う
促
す
。

○
注
意
す
べ
き
こ
と

　
　

市
で
は
、
還
付
金
を
理
由
に
、
電
話
で
Ａ

　

Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
依
頼
し
た
り
、
操
作
を
指

　

示
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
還
付
金
詐
欺
の
疑

　

い
が
あ
り
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
戸
検
定

○
と　

き　

平
成
25
年
２
月
10
日（
日
）

　

初
級　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

中
級　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時

　

上
級　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
受
験
料　

初
級
５
０
０
円
、
中
級
１
，
０
０
０

　

円
、
上
級
１
，
５
０
０
円

○
申
込
期
限　

平
成
25
年
１
月
25
日（
金
）

○
出
題
内
容　

平
戸
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

　

ク
か
ら
出
題
し
ま
す
。

平
戸
検
定
講
習
会

※

講
習
時
間
は
、
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

「
歯
医
者
さ
ん
で
お
口
の
健
康
指
導
を
受
け
ま

せ
ん
か
？
」

○
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

　

者
証
を
お
持
ち
の
人

○
申
込
先　

長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班
、
ま
た

　

は
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡
０
９
５-

８
１
６-

３
９
３
０

○
受
診
方
法　

申
し
込
み
後
に
送
付
さ
れ
る
受

　

診
券
を
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
提
示
し

　

て
く
だ
さ
い
。
３
回
を
限
度
に
お
口
の
中
の

　

健
康
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
自
己
負
担
金　

無
料

○
申
込
期
限　

12
月
21
日（
金
）

「
国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
に
よ
る
特
例
免
除

制
度
に
つ
い
て
」 

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
退
職（
失

業
）す
る
と
、
市
役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
行
い
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て
納
付
を
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
退
職（
失
業
）し
た
年
度

と
翌
年
度
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。

　

通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、

申
請
者
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
が
所
得
基
準

の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例

免
除
で
は
、
申
請
者
本
人
の
所
得
は
除
外
し
て

審
査
し
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合
は
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

な
ど
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
と
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
○
と　

き　

12
月
３
日（
月
）午
前
10
時
15
分

　

※

国
の
緊
急
地
震
速
報
の
試
験
放
送
が
実
施

　
　

さ
れ
ま
す
。
訓
練
の
直
前
に
防
災
行
政
無

　
　

線
で
周
知
し
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
21
日（
金
）午
後
６
時
30
分

　

〜
午
後
８
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
講　

師　

長
崎
河
川
国
道
事
務
所
門
間
所
長

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

○
期　

間　

12
月
12
日（
水
）〜
21
日（
金
）

○
重
点
項
目

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

飲
酒
運
転
根
絶
対
策
強
化
期
間
で
す

　

12
月
31
日（
月
）ま
で
、
飲
酒
運
転
根
絶
対

策
強
化
期
間
で
す
。
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

○
と　

き　

12
月
９
日（
日
）午
前
９
時
開
場

　
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

福
岡
県
春
日
市
立
春
日
原
小
学
校

　

体
育
館（
春
日
市
春
日
原
南
町
４-

37-

１
）

　

※

液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
約
５
０
０
点
出
品
予
定

　
※

会
場
は
土
足
厳
禁
の
た
め
、
ス
リ
ッ
パ
を

　
　

お
持
ち
く
だ
さ
い

○
と　

き　

平
成
25
年
１
月
13
日（
日
）

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
（
佐
世
保
市
稲
荷
町
２-

28
）

○
受
付
期
間　

12
月
28
日（
金
）ま
で

○
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料　

５
，
２
０
０
円

○
添
付
書
類　

狩
猟
免
許
申
請
書
・
医
師
の
診

　

断
書
な
ど
・
写
真
１
枚
・
住
民
票
ま
た
は
運

　

転
免
許
証
・
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

○
試
験
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ　

　

〒
８
５
９-

６
３
２
５　

佐
世
保
市
吉
井
町

　

大
渡
80　

県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企
画
課

　

℡
０
９
５
６-

41-

２
０
３
３

　

※

受
験
す
る
た
め
に
は
、
事
前
講
習
会（
要

　
　

電
話
予
約
）を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
事
前
講
習
会
申
込
先　

佐
世
保
市
猟
友
会

　

℡
０
９
５
６-

33-

２
８
８
０

　

例
年
、
寒
波
が
襲
来
す
る
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
水
道
管
の
破
損
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

露
出
し
て
い
る
水
道
管
は
、
布
や
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
で
保
護
し
、
メ
ー
タ
ー
器
ま
わ
り
を
砂
な

ど
で
保
護
す
る
な
ど
、
凍
結
に
よ
る
破
損
を
予

防
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
凍
結
し
た
水
道
管

に
直
接
お
湯
を
か
け
る
と
管
が
破
裂
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
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県
北
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
県
北
保
健
所
企
画
調
整
課

　

☎
57
‐
３
９
３
３

「
し
お
か
ぜ
総
文
祭
」プ
レ
大
会

吟
詠
剣
詩
舞
部
門
を
開
催
し
ま
す

問
県
立
北
松
農
業
高
等
学
校　

戸
塚

　

☎
57
‐
０
５
１
２

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

問
長
崎
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
５
‐
８
０
１
‐
０
０
３
３

平
戸
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
平
戸
警
察
署

　
　

☎
22
‐
３
１
１
０

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

☎
23
‐
８
３
５
１

問

「
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
」の
休
館
に

つ
い
て

　

お
も
て
な
し
宣
言
店
に
立
候
補

　

し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　

申
・
問
社
団
法
人
平
戸
観
光
協
会

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23

-

８
６
０
０

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
・
問
た
び
ら
昆
虫
自
然
園

　
　
　

☎
57
‐
３
３
４
８

【
平
戸
地
区
】

嵜
本　

拓
未 

奉
翁 

前
津
吉
浦

小
濵　

誠
人 

正
彦 

大
野

松
尾　

李
哩 

和
幸 

上
大
垣

本
山　

い
の
り 

貢 

坊
方

大
橋　

龍
真 

博
範 

中
の
原

松
田　

悠
聖 

悠 

下
大
垣

種
浦　

莉
徠 

武
典 

木
ヶ
津
第
3

吉
永　

晴
翔 

守 

清
水
川

土
田　

帆
笑 

一
球 

薄
香
浦

杉
村　

好
洋 

純
司 

堤

前
川　

栞
那 

芳
幸 

上
大
垣

掛
屋　

莉
奈 

広
樹 

津
吉
元

【
田
平
地
区
】

　

山　

舷 

拓
真 

大
久
保

小
川　

尚
慶 

正
興 

以
善

【
大
島
地
区
】

中
野　

智
稀 

諭 

西
神
浦

【
平
戸
地
区
】

長
島　

千
重
子 

87
歳 
10
／
17 

度
島
浦

塩
谷　

キ
ワ 

94
歳 
10
／
18 

獅
子
第
４

松
永　

信
一 

79
歳 
10
／
18 

船
越   

村
田　

ナ
ツ 

97
歳 
10
／
19 

根
獅
子
第
4

長
井　

營 

78
歳 
10
／
20 

崎
方
町

藤
澤　

俊
明 

60
歳 
10
／
21 

紐
差
第
3

西　
　

一
三 

70
歳 
10
／
21 

職
人
町

宮
本　

福
一 

87
歳 
10
／
21 

田
代

川
原　

敏
雄 

80
歳 
10
／
23 

薄
香
浦

原
尾　

久
磨 

79
歳 
10
／
24 

下
中
津
良

亀
渕　

房
子 

62
歳 
10
／
24 

大
川
原

八
木
原　
　

詮 

87
歳 
10
／
26 

紐
差
第
４

𠮷
村　

和
子 

66
歳 
10
／
30 

獅
子
第
1

青
﨑　

シ
ズ
ヱ 

92
歳 
10
／
30 

前
津
吉
浦

山
浦　

ス
ヱ 

83
歳 
10
／
31 

根
獅
子
第
２

度
島　

テ
ル
子 

90
歳 
11
／
1 

水
垂

藤
田　

ア
キ 

88
歳 
11
／
2 

木
ヶ
津
第
1

𠮷
田　

常
喜 

64
歳 
11
／
5 

宮
の
浦

日
高　
　

信 

64
歳 
11
／
7 

堤

赤
木　

福
太
郎 

75
歳 
11
／
7 

度
島
中
部

濱
田　

ア
サ
ノ 

88
歳 
11
／
8 

紐
差
第
1

山
田　

ツ
ヤ
子 

79
歳 
11
／
11 

木
ヶ
津
第
1

小
川　

ス
サ
ヱ 

89
歳 
11
／
14 

船
越

【
生
月
地
区
】

原　
　

豊 

71
歳 
10
／
20 

浦
北

百
枝　

し
き
え 

55
歳 
10
／
21 

山
田

平
松　

清
一 

81
歳 
11
／
7 

山
田

永
田　

博 

69
歳 
11
／
8 

壱
部 

前
田　

キ
ミ 

91
歳 
11
／
9 

浦
北

村
尾　

守
継 

89
歳 
11
／
11 

山
田

西
澤　

清
治 

80
歳 
11
／
14 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

　

場　

功 

84
歳 
10
／
20 

日
の
浦

溝
口　

ナ
ナ
エ 

87
歳 
10
／
24 

外
目

石
井　

吉
男 

79
歳 
11
／
2 

米
の
内

髙
野　

チ
ヅ
惠 

88
歳 
11
／
11 

下
亀

【
大
島
地
区
】

中
島　

壽
一 

85
歳 
11
／
1 

的
山
在　

　
　
　
　
　
　
　
（
10
／
16
〜
11
／
15
受
付
分
）

■10月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期（ 　）内は昨年同期

■10月末までの
　交通事故件数
件　数
死　者
負傷者
（重傷）19名（軽傷）79名

（52件）
（  ０名）
（79名）

75件
０名
98名

■やらんば！平戸応援寄附金
　　○神奈川県横浜市　牟田部広之
　　○東京都杉並区　　枩村　秀樹
　　○東京都港区　　　早田　道子
　　○佐賀県伊万里市　立石　純正
　　○西郷　清志　5,000円
　　○前田　昭夫
　　○匿名希望　２人
　　　平成24年11月21日現在
　　　26件　617,000円

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。

火災

救急
19件）

1,378件（1,311件）

　19件（
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　○

と　

き　

12
月
16
日（
日
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

松
浦
市
文
化
会
館（
松
浦
市
志
佐

　

町
浦
免
１
１
１
０
番
地
）

○
内　

容　

小
中
学
生
お
よ
び
長
崎
県
、
福
岡

　

県
の
代
表
高
校
生
に
よ
る
演
技
発
表

○
入
場
料　

無
料

　

12
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）ま
で
は
、「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
、
次
の
用
件
に
該

当
す
る
調
理
師
は
、「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
対
象
者　

次
の
施
設
な
ど
で
調
理
の
業

　

務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

○
該
当
施
設　

寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

　

社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
矯

　

正
施
設
、
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

　

そ
う
ざ
い
製
造
業
、
そ
の
ほ
か
多
人
数
に
飲

　

食
物
を
調
理
し
て
供
与
し
て
い
る
施
設

○
提
出
期
間　

平
成
25
年
１
月
４
日（
金
）〜
15

　

日（
火
）ま
で

○
届
出
用
紙
備
え
付
け
場
所　

保
健
所
、
調
理

　

師
協
会
、
食
品
衛
生
協
会

○
提
出
先　

県
北
保
健
所　

　

観
光
協
会
や
観
光
案
内
所
が
、
安
心
し
て
観

光
客
に
紹
介
で
き
る「
お
も
て
な
し
宣
言
店
」を

募
集
し
ま
す
。

　

笑
顔
で
観
光
客
を
迎
え
る「
お
も
て
な
し
宣

言
」を
し
た
事
業
所
・
団
体
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
指
導
員
が
ア
ド
バ

イ
ス
に
伺
う
予
定
で
す
。

○
宣
言
店
の
条
件

　

①
市
内
で
観
光
客
を
対
象
に
営
業
し
て
い
る

　
　

事
業
所
・
団
体（
旅
館
業
、飲
食
業
、小
売
業
、

　
　

交
通
、
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

　

②「
お
も
て
な
し
」に
本
気
で
取
り
組
む
意
欲

　
　

が
あ
る
こ
と

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

長
崎
県
最
低
賃
金
が「
１
時
間
６
５
３
円
」に

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、
国
は
賃
金
の
最
低

額
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
最
低
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
最
低
賃
金
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

○
休
館
日　

12
月
24
日（
振
・
月
）〜
26
日（
水
）

　

※

27
日（
木
）か
ら
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

リ
ー
ス
づ
く
り
教
室（※

要
電
話
予
約
）

○
と　

き　

12
月
８
日（
土
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
昆
虫
館

○
内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
用
の
リ
ー
ス

　

を
自
然
の
素
材
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

○
参
加
費　

大
人
４
０
０
円
、
小
中
学
生
３
０

　

０
円
、
４
〜
５
歳
児
１
５
０
円

し
め
縄
づ
く
り
教
室（※

要
電
話
予
約
）

○
と　

き　

12
月
15
日（
土
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
昆
虫
館　
　

○
内　

容　

正
月
用
の
し
め
縄
づ
く
り

○
参
加
費　

大
人
４
０
０
円
、
小
中
学
生
３
０

　

０
円
、
４
〜
５
歳
児
１
５
０
円

さ
き
も
と 

た
く　
み 

と
も
ひ
と

　
お　
ば
ま 

ま
こ
と 

ま
さ
ひ
こ

ま
つ　
お 

り　

り 

か
ず
ゆ
き

も
と
や
ま 

 

み
つ
ぐ

お
お
は
し 

た
つ　
ま 

ひ
ろ
の
り

ま
つ　
だ 

は
る　
と 

ゆ
う

た
ね
う
ら 

れ
い　
ら 

た
け
の
り

よ
し
な
が 

は
る　
と 

ま
も
る

つ
ち　
だ 

ほ　
え
み 

い
っ
き
ゅ
う

す
ぎ
む
ら 

こ
う
よ
う 

じ
ゅ
ん
じ

ま
え
か
わ 

か
ん　
な 

よ
し
ゆ
き

か
け　
や 

り　

な 

ひ
ろ　
き

に
し
や
ま 

げ
ん 

た
く　
ま

　
お　
が
わ 

な
お
よ
し 

ま
さ
お
き

な
か　
の 

と
も　
き 

さ
と
る

な
が
し
ま 

ち　

え　

こ

し
お　
や

ま
つ
な
が 

の
ぶ
い
ち

む
ら　
た

な
が　
い 

た
む
ろ

ふ
じ
さ
わ 

と
し
あ
き

に
し 

か
ず
み

み
や
も
と 

ふ
く
い
ち

か
わ
は
ら 

と
し　
お

は
ら　
お 

き
ゅ
う
ま

か
め
ぶ
ち 

ふ
さ　
こ

　
や　

ぎ　
は
ら 

や
す
あ
き

よ
し
む
ら 

か
ず　
こ

あ
お
さ
き

や
ま
う
ら

た
く
し
ま

ふ
じ　
た

よ
し　
だ 

つ
ね　
き

　
ひ　
だ
か 

よ
し
の
ぶ

あ
か　
ぎ 

ふ
く　
た　
ろ
う

は
ま　
だ　
　
　
　
　

や
ま　
だ

　
お　
が
わ

は
ら 

ゆ
た
か

も
も
え
だ

ひ
ら
ま
つ 

せ
い
い
ち　
　

 

な
が　
た 

ひ
ろ
し

ま
え　
だ

む
ら　
お 

も
り
つ
ぐ

に
し
ざ
わ 

き
よ
は
る

く
さ　
ば 

い
さ
お

み
ぞ
ぐ
ち

い
し　
い 

よ
し　
お

た
か　
の 

ち　

づ　

え

な
か
し
ま 

じ
ゅ
い
ち




